
人権 啓発シリーズ

戸籍の窓は、広報紙への掲載希望のあった方を掲載しています。（※敬称略）

　同和問題は、日本社会の歴史的過程で形づくられた身分差
別により、一部の人々が長い間、経済的、社会的、文化的に
厳しい環境を強いられ、今なお日常生活の上で様々な差別を
受けている、我が国固有の人権問題です。
　学校や家庭、地域、職場で同和問題について人権感覚を養い、
一人ひとりが偏見や差別を許さない行動をとることが大切で
す。なお、「同和」という用語は、極めて差別的な意味合いで
使われてきた歴史的経緯があります。意味を正しく理解した
上で、「同和問題」や「同和教育」など省略形でない用語を使
用しましょう。

～正しい理解を深めることで意識が変わる。　
　偏見や差別を許さない行動が社会を変える～

届出日
（４月１日～４月30日）
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